
医療・介護・福祉の連携により、
地域社会に貢献いたします。
～あなたの歓びが、私の生きがいです～
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認知症下関大会の開催 特別養護老人ホーム　はまゆう苑　事務長　福本　玲

・年頭の挨拶
・松涛会グループは、地域の皆様の健やかな毎日を支えます。
・松涛会グループの今年の目標
・令和６年度 松涛会永年勤続表彰者
・厚生労働大臣表彰を受けて
・知事表彰受賞
・倫理研修「超高齢者のエンドオブライフ・ケアの真価」を開催して
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RUN伴(ランとも)2024の中継所として 安岡病院　副院長兼看護部長　古本　たつ子
「認知症の皆さんにとってやさしいまちづくり」を目指して、毎年、認知症の患者さん、ご家族、支援者、
地域の人々でリレーをしながら襷をつなぐ「RUN伴」イベントが開催されています。今年は10月13日(日)
快晴の中、今年度新設された北浦コースの中継所として安岡病院も参加いたしました。外来棟の前で、
わたぼうしの皆さんと一緒に手作りのボンボンを振って、10名余りの選手の皆さんをお出迎えしました。
しばし休憩の後、入所者さんから襷を受け取り、市役所目指して駆け出されたその背中に精いっぱいの
声援を送りました。

来たる令和７年１月２６日に、「第11回認知症下関大会」が、
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を、ユーモアとペーソスを交えてお伝えしますので、お楽し
みに。入場料は500円。はまゆう苑事務局他にて、チケットを
お求め下さい。

・令和６年度 医療安全・感染対策推進標語コンテスト
・栄養サポートチーム加算臨床研修
・食事・栄養関連の教室、出前講座行います。
・オリーブの実収穫
・RUN伴(ランとも)2024の中継所として
・認知症下関大会の開催

認知症になっても
安心してくらせるまちづくり第１１回 認知症 下関大会
日　　　 時 ： 令和７年１月２６日（日） 13:00開場（13:30開会 16:15閉会）
会　　 　場 ： 下関市障害学習プラザ（海のホール）
参　加　費 ： ５００円
チケット販売 ： シーモール１階 インフォメーションセンター等
※当日会場でのチケット販売はありません。事前にチケットをお買い求めのうえご参加ください。



　皆さん、明けましておめでとうございます。
　コロナ以前に比し、患者さんの数は減少傾向だそうです。医療機関は対策を考えざるを得なく
なった一方、行政はコロナ対応により民間医療機関へより介入しやすくなり、地域医療構想への推
進力(病床削減、機能転換)を増しつつあります。それは、医療機関の淘汰、選別につながっていく
ことを意味します。私達は、各々の役割を認識し、今以上に地域内の医療連携を強化していく必要
があります。
　他にはない松涛会の「良さ」、「強さ」とは何でしょう？これらについて考え認識した上で、地域の
中で今何を成すべきか考えました。そして、実践していきたいと思います。
　「良さ」、「強み」とは、即ち、松涛会の「理念」、「文化」とも言えるものです。
　松涛会は、核となる理念（「医療・介護・福祉の連携により、地域社会に貢献いたします」）、文化を
大切に守りつつ、時代とともに柔軟に変化しながら、今も松涛会の中を流れながら、皆さんととも
に在りたいと思っています。
　本年もどうぞ宜しくお願い致します。

2025年　元旦　

　新年明けましておめでとうございます。
　先日、ある研修会で、「四方良し」についての話がありました。
　ご存知の方も多いと思いますが、近江商人が信条とした「三方良し；売り手良し、買い手良し、
世間良し」に「働き手良し」を加えた考え方で、その商売が社会全体にとって良いものでなければ
ならないが、働き手にとっても良いものであれという意です。
　少子高齢化、人口減に悩む我が国にとって、現在、この考え方は業種を超えて普遍的になりつつ
あるそうです。
　医療界に転じてみても、・・・いや医療界にこそ、必要となる考え方だと思いました。
　今後増々減少の一途をたどる働き手で、今後しばらくは増加の一途をたどる高齢者を支えて
いかなければなりません。それには、働き手が元気で幸せでいる必要があります。
　そうして、元気な私達が連携していくことで、この難事にも必ずや対応していけると信じます。
　松涛会は、本年も、法人内の職員、地域の皆さん、地域の医療機関の皆さんと連携し、誰もが
「四方良し」の世界の住人となることを目指していきます。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

2025年　元旦　

年頭の挨拶

年頭の挨拶
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年頭の挨拶 社会医療法人松涛会　安岡病院　院長　楠美　由紀

　新年あけましておめでとうございます。
 令和6年度は、赤字の脱却を目指して、経営改善に取り組んでまいりました。稼働率アップのため
の迅速な施策の実行、経営陣の給与削減、借入先の変更等、収支改善を図りました。職員全員の
努力により、現時点では目標を上回っています。しかし、今後の大規模修繕、業務のIT化への投資、
慢性的な職員不足の解消等、課題は山積しています。今年はこれまでの常識にとらわれず、変化を
恐れない固い意志を持って、健全な法人経営を目指していく所存です。

2025年　元旦　

年頭の挨拶 社会福祉法人松涛会　事務長　福本　玲

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、医療・介護の診療報酬同時改定とともに、ようやく医療従事者にも働き方改革が導入され
ました。社会的にワークライフバランスのニーズが高まるなか、経営とサービスのバランスをとり
つつ患者様・ご利用者様と職員の双方に魅力的な法人になるよう考えを巡らしてまいりました。
　令和7年度は、松涛会が「へき地医療」の取組みで社会医療法人となり、早くも4年目を迎え
ます。この間、公的医療機関としていっそうの地域医療・介護への貢献は何かを考え、コロナ禍に
あっては休日のコロナワクチン接種などを積極的に行ってまいりました。
　皆様ご存じのように下関市では全国を上回る人口減少と高齢化が進んでおります。この様な背
景を踏まえ、今年は松涛会グループの多様な医療・介護事業のさらなる連携を深めていきます。
地域の期待に応えられますよう努力してまいりますので、変わらぬご指導をお願いいたします。

2025年　元旦　

社会医療法人松涛会　事務長　野村　勉

理事長　斎藤　妙子社会医療法人松涛会
社会福祉法人松涛会

　新年あけましておめでとうございます。今年は、松涛会グループ創立65周年の年となります。
　1960年、下関市彦島にて斎藤医院を開院し、職員5名（故斎藤正樹前理事長、斎藤妙子理事長
含む）からスタートした松涛会は、現在、職員数1,100名を超える数となりました。65年間、一貫
して病院や診療所がコアとなる医療・介護サービスを提供し続けられたのは、地域の皆様や患者
様、ご家族、入居者様、利用者様、そして職員や職員の家族のお陰だと深く感謝致します。前理事
長の座右の銘だった「初心を忘れることなく」を心の支柱にして、今年も職員一丸となり、下関市内
の地域医療介護を支えていきたいと思います。今年も宜しくお願い致します。

2025年　元旦　

年頭の挨拶 常務理事　斎藤　英樹社会医療法人松涛会
社会福祉法人松涛会

年頭の挨拶 社会医療法人松涛会　安岡病院　副院長兼看護部長　古本　たつ子

　新年あけましておめでとうございます。
　団塊世代が後期高齢者となり医療・介護ニーズがさらに増す「2025年問題」と言われて久しい
中、いよいよその年を迎えました。地域医療において安岡病院に求められるのは、“質の高い高齢
者ケア”です。「下関には松涛会があるから、最期まで安心してここで過ごすことができる。」
そういっていただけるよう、丁寧に繰り返される日常ケアに価値をおき、高齢者の生活の質と生命
を支えていきたいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

2025年　元旦　
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松涛会グループは、地域の 皆様の健やかな毎日を支えます。 黒字は医療法人　緑字は福祉法人

入院病棟を持ち、治療のほか、リハビリや介護のマネジメント、
日常生活の健康アドバイスまで、幅広く地域の皆様の健康的な暮
らしを支援しています。365日リハビリテーションを提供します。

安岡病院

外来 ・ 訪問診療
入院　  西２　地域包括ケア病棟
　　　  西３　回復期リハビリテーション病棟
　　　  西４　緩和ケア病棟
　　　  東２　特殊疾患病棟
　　　  東３　医療療養病棟

リハビリや学習などのカリキュラムによって、身体機能、認知機
能の改善をはかります。

介護老人保健施設

老人保健施設コスモス

介護者、ご家族の諸事情により介護が難しい場合等、短期間入
所できます。入所時は体調管理を行います。医療面を伴う介護
を受けることができます。

短期入所療養介護（ショートステイ）

老人保健施設コスモス

スタッフが援助し、少人数で自立した生活を過ごして頂きます。

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

わたぼうし　　　　　　　　フロイデ彦島
ケアタウン江の浦　　　　　フロイデ金比羅
ケアタウン山の田

外出等自由に生活できます。間取り等により料金が異なります。
介護の状態が上がっても、介護保険サービスを併用し安心な
生活ができます。

サービス付き高齢者向け住宅

ケアタウン山の田　　　　　フロイデ金比羅

食事提供などを受けながら、自立した生活を過ごします。自立の
方も年齢により生活できます。収入等により費用が異なります。
介護保険サービスを併用できます。

軽費老人ホーム（ケアハウス）

オリーブ　　　　　　　　　フロイデ彦島

リハビリテーションが受けられます。入浴介助や食事介助も行い
ます。短時間で利用可能な事業所もあります。

通所リハビリテーション（デイケア）

安岡病院(介護予防)　　　老人保健施設コスモス
彦島内科　　　　　　　　山の田内科

趣味や創作活動等、他の人と交流できます。物忘れの進行を予
防するレクリエーションなどを行います。入浴介助や食事介助を
行います。

通所介護（デイサービスセンター）

はまゆう苑　　　　　　　フロイデ彦島

看護師などが訪問し、寮養生活を支援し、心身の機能の維持回
復をめざした援助を行います。医師の指示により医療的処置を行
います。

訪問看護

松涛会訪問看護ステーション

理学・作業療法士・言語聴覚士が訪問し、自宅でリハビリテー
ションが受けられます。

訪問リハビリテーション

安岡病院　　　　　　　　彦島内科

自宅で介護サービスを利用し自立した生活を送るために、ケアプ
ランの作成やサービス調整を行います。

居宅介護支援事業所

安岡　　　　　　　　　　はまゆう苑あやらぎ
彦島

介護員又は看護師が自宅を定期訪問し、介護・看護を提供する24
時間対応の介護サービスを行います。

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

24時間ケアサポートよしみ・安岡

顔なじみのスタッフで「通い」、「訪問看護、訪問介護」、「泊まり」を
必要に応じて組み合わせて提供します。

看護小規模多機能型居宅介護

ケアタウンやすおか

住み慣れた地域で生活されている皆さまに、地域の健康づくりの
食事・栄養の拠点です。

認定栄養ケアステーション

認定栄養ケア・ステーションやすおか

顔なじみのスタッフで「通い」、「訪問」、「泊まり」を必要に応じて組
み合わせて提供します。

小規模多機能型居宅介護

やすらが丘　　　　　　　ケアタウン江の浦
くるみの家　　　　　　　杜の宮
ケアタウン山の田　　　　フロイデ金比羅

従業員が就業中に子どもを預けられる託児施設です。

企業内保育園

やすおかKIDS

外出等自由に生活できます。間取り等により料金が異なります。
介護の状態が上がっても、介護保険サービスを併用し安心な
生活ができます。

住宅型有料老人ホーム

あんしんホームやすおか　　やすらが丘
バーデン・バーデン　　　　杜の宮
ケアタウン江の浦Ⅰ・Ⅱ

在宅での生活が困難な方をサポートし、日常生活を支援し
ます。

介護老人福祉施設入所者生活介護

特別養護老人ホームはまゆう苑

介護老人福祉施設入所者生活介護と同じですが、下関市の方が
対象です。

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

特別養護老人ホームはまゆう苑なぎさ
　　　　〃　　　　フロイデ金比羅

介護者、ご家族の諸事情により介護が難しい場合等、短期間入
所できます。入所時は体調管理を行います。

短期入所生活介護（ショートステイ）

特別養護老人ホームはまゆう苑
　　　　〃　　　　はまゆう苑なぎさ
フロイデ金比羅

家族の援助が困難な独居の方など生活に不安のある方が対象
です。日常生活については、入居者自身で行って頂きます。下関
市役所　長寿支援課へ申し込みとなります。

生活支援ハウス

ねぎぼうず

医療の必要な要介護者の「長期療養・生活施設」を支援します。

介護医療院

診療所
彦島内科　　山の田内科

一般的なデイサービスと同じですが、少人数の認知症の方を
対象に、手厚い介護の環境で、穏やかに過ごすことができます。

認知症対応型通所介護（認知症デイサービス）

わたぼうし　　　　　　　脳いきいきねぎ ヘルパーが訪問し、身体介護や生活援助を行います。

訪問介護（ヘルパーステーション）

彦島　　　　　　　　　　はまゆう苑あやらぎ

（障がい福祉サービス含む）
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松涛会グループは、地域の 皆様の健やかな毎日を支えます。 黒字は医療法人　緑字は福祉法人
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松涛会グループの今年の目標

外来　看護師長　藤野　仁美
　へき地、訪問、地域医療へ貢献いたします。

■安岡病院

院長　楠美　由紀
副院長兼看護部長　古本　たつ子
事務長　野村　勉
薬局長　山﨑　富士子
　今年も安心・安全な薬物療法を目指します。

栄養科　副主任　本田　智恵
　心を込めた食事で癒やしの環境と栄養管理を。

リハビリテーション科　科長代理　三原　康孝
　職員が健康、元気、笑顔で働けますように。

リハビリテーション科　訪問リハビリテーション
主任　村田　奈保子
　万里一空　地域から信頼される事業所を作る。

放射線室　中村　幸宏
　３Ｓ（迅速・正確・誠実）を念頭に業務。

検査室　技師長　中村　文彦
　常に心をフラットに、３６５日を臨みたい。

患者支援センター　センター長　院長(兼務)
患者支援センター　副センター長　軍神　弘美
　笑顔あふれる職場で、速やかな対応心がけます。

地域包括ケア病棟　医師　院長(兼務)
地域包括ケア病棟　看護師長　松永　忍
　患者・家族に寄り添ったケアを提供します。

回復期リハビリテーション病棟　医師　安倍　徹
　紹介元の急性期病院とのスムーズな連携に
　取り組みます。

回復期リハビリテーション病棟　看護師長　藤野　裕美
　チーム力で患者の笑顔と自立を目指します。

緩和ケア病棟　医師　弘中　克治
　より良い医療を提供できるよう心穏やかに、
　そして心に余裕を持ちたいと思います。

緩和ケア病棟　看護師長　井上　恵美
　患者さん、ご家族に寄り添った看護を提供します。

特殊疾患病棟　医師　戸田　健一
　２００３年に病棟を開設。患者・家族の意思決定支援を
　柱に病棟運営を行っていきます。

特殊疾患病棟　看護師長　中本　和代
　目配り気配り心配りのケアを目指します。

医療療養病棟　医師　金子　隆幸
　呼吸器認定看護師、呼吸療法士、臨床工学士、
　栄養士とともに呼吸器の診療に励みます。

医療療養病棟　看護師長　長舩　裕輔
　尊厳を守り寄り添った看護に取組み続けます。

■介護医療院

施設長　院長(兼務)　医師　菊池　悟
　老朽車なので、速くは走れない。
　ゆっくり、着実に、R7介護医療院路線を完走したい。

副施設長　水木　龍子
　入所者様ご家族の思いに寄り添ったケアを提供します。

■老人保健施設コスモス

施設長　院長(兼務)　副施設長　小林　貴美代
　ご利用者と共にあるコスモスを目指します。

介護・看護科長　中嶋　裕美
　初心に帰り、謙虚に誠実に努めて参ります。

医療安全管理者　看護師長　藤田　美晴
　職場の心理的安全性確保に尽力します。

セントラルキッチン　副主任　東　信代
　安全第一､経費節減､資質向上に努力する。

医事課　課長　日野　篤
　安岡病院の医療DXを推進します。

医事課　主任　三好　千佳子
　社会医療法人継続の為蓋井島診療を全力でサポート。

経理課　課長　磯谷　美由紀
　ペーパーレス・キャッシュレスで生産性向上。

総務課業務企画室　室長　兼務　瀧　宏史(兼務)
総務課業務企画室　係長　木村　圭吾
　間接部門として尽力し業務改善にも取組みます。

総務課人事係　係長　岩城　陽子
　常に問題意識を持って業務に取り組む。

施設管理課　営繕係　副主任　伊藤　一重
　業務内容を見直し経費削減を行う。

施設管理課　営繕係(システム担当)　副主任　安達　健治
　システム管理の最適化とリスク低減。

■よこの拠点

拠点長　中尾　効史
　地域の方に安心と信頼を提供する拠点。

グループホーム　わたぼうし　廣瀬　知佳
　誠心誠意心あたたまる支援を目指します。

小規模多機能型居宅介護　やすらが丘
有料老人ホーム　やすらが丘　野端　佳恵
　皆さまがほっとできる事業所づくりをします。

小規模多機能型居宅介護　くるみの家
有料老人ホーム　バーデン・バーデン　濱田　英記
　笑顔と笑い声の絶えない施設を目指す。

■ケアタウンやすおか

施設長　金坂　明美
　今の自分にできる一歩を大切にしていきたい。

看護小規模多機能型居宅介護　久原　千津江
　自己成長のために認定介護福祉士を取得する。

２４時間ケアサポートよしみ・安岡
安岡居宅介護支援事業所　中野　恵実
　さらなるご縁を大切にし、各々成長していきたい。

住宅型有料老人ホーム　あんしんホームやすおか
松岡　伸之
　利用者様の笑顔あふれる施設にと努めます。

■やすおかKIDS

施設長　瀧　宏史
　子どもたちの笑顔あふれる園を目指します。

■認定栄養ケア・ステーションやすおか

林　辰美
　実（巳）を結ぶ年になるよう取り組みます。

■ケアタウン江の浦

彦島内科　院長　大田　純夫

彦島拠点長　畑村　治子
　職場環境の改善を図り、生産性向上に繋げたい。

彦島内科　看護師　水田　稲子
　明るく元気にを目標に頑張ります。

彦島内科　通所リハビリテーション　是永　寛典
　地域に愛される通所リハビリテーションを目指します。

松涛会訪問看護ステーション　田村　早苗
　生きがいを大切にした訪問看護を目指します。

彦島居宅介護支援事業所　山本　暁子
　サービスの質を向上し満足度の高い事業所へ。

彦島ホームヘルパーステーション　岩本　典子
　ヘルパーの質向上でより良いサービスを提供。

グループホーム　三好　満智子
　入居者様が笑顔で穏やかに過ごせるケアに努めます。

小規模多機能型居宅介護
有料老人ホームⅠ・Ⅱ　道森　碧
　何事にも、勇往邁進して取り組む所存です。

■ケアタウン山の田

山の田内科　院長　村田　篤彦
　今年でとうとう50歳になります。健康に気を付けて
　頑張りたいと思います。

山の田拠点長　中川　ひとみ
　いつも人に優しくありたいです。

山の田内科　看護師長　水野　佳代子
　地域密着、まちの保健室をめざします。

山の田内科　通所リハビリテーション　吉村　祐哉
　山の田の特徴を活かし誠実なリハを行います。

小規模多機能型居宅介護　西村　裕太
　今年も職員一同、元気に頑張ります。

グループホーム　保多盛　優子
　『地域に必要とされる事業所』を目指します。

サービス付き高齢者向け住宅（サ･高･住）
嶺﨑　耕司
　入居者様に快適な生活環境を提供します。
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リハビリテーション科　訪問リハビリテーション
主任　村田　奈保子
　万里一空　地域から信頼される事業所を作る。

放射線室　中村　幸宏
　３Ｓ（迅速・正確・誠実）を念頭に業務。

検査室　技師長　中村　文彦
　常に心をフラットに、３６５日を臨みたい。

患者支援センター　センター長　院長(兼務)
患者支援センター　副センター長　軍神　弘美
　笑顔あふれる職場で、速やかな対応心がけます。

地域包括ケア病棟　医師　院長(兼務)
地域包括ケア病棟　看護師長　松永　忍
　患者・家族に寄り添ったケアを提供します。

回復期リハビリテーション病棟　医師　安倍　徹
　紹介元の急性期病院とのスムーズな連携に
　取り組みます。

回復期リハビリテーション病棟　看護師長　藤野　裕美
　チーム力で患者の笑顔と自立を目指します。

緩和ケア病棟　医師　弘中　克治
　より良い医療を提供できるよう心穏やかに、
　そして心に余裕を持ちたいと思います。

緩和ケア病棟　看護師長　井上　恵美
　患者さん、ご家族に寄り添った看護を提供します。

特殊疾患病棟　医師　戸田　健一
　２００３年に病棟を開設。患者・家族の意思決定支援を
　柱に病棟運営を行っていきます。

特殊疾患病棟　看護師長　中本　和代
　目配り気配り心配りのケアを目指します。

医療療養病棟　医師　金子　隆幸
　呼吸器認定看護師、呼吸療法士、臨床工学士、
　栄養士とともに呼吸器の診療に励みます。

医療療養病棟　看護師長　長舩　裕輔
　尊厳を守り寄り添った看護に取組み続けます。

■介護医療院

施設長　院長(兼務)　医師　菊池　悟
　老朽車なので、速くは走れない。
　ゆっくり、着実に、R7介護医療院路線を完走したい。

副施設長　水木　龍子
　入所者様ご家族の思いに寄り添ったケアを提供します。

■老人保健施設コスモス

施設長　院長(兼務)　副施設長　小林　貴美代
　ご利用者と共にあるコスモスを目指します。

介護・看護科長　中嶋　裕美
　初心に帰り、謙虚に誠実に努めて参ります。

医療安全管理者　看護師長　藤田　美晴
　職場の心理的安全性確保に尽力します。

セントラルキッチン　副主任　東　信代
　安全第一､経費節減､資質向上に努力する。

医事課　課長　日野　篤
　安岡病院の医療DXを推進します。

医事課　主任　三好　千佳子
　社会医療法人継続の為蓋井島診療を全力でサポート。

経理課　課長　磯谷　美由紀
　ペーパーレス・キャッシュレスで生産性向上。

総務課業務企画室　室長　兼務　瀧　宏史(兼務)
総務課業務企画室　係長　木村　圭吾
　間接部門として尽力し業務改善にも取組みます。

総務課人事係　係長　岩城　陽子
　常に問題意識を持って業務に取り組む。

施設管理課　営繕係　副主任　伊藤　一重
　業務内容を見直し経費削減を行う。

施設管理課　営繕係(システム担当)　副主任　安達　健治
　システム管理の最適化とリスク低減。

■よこの拠点

拠点長　中尾　効史
　地域の方に安心と信頼を提供する拠点。

グループホーム　わたぼうし　廣瀬　知佳
　誠心誠意心あたたまる支援を目指します。

小規模多機能型居宅介護　やすらが丘
有料老人ホーム　やすらが丘　野端　佳恵
　皆さまがほっとできる事業所づくりをします。

小規模多機能型居宅介護　くるみの家
有料老人ホーム　バーデン・バーデン　濱田　英記
　笑顔と笑い声の絶えない施設を目指す。

■ケアタウンやすおか

施設長　金坂　明美
　今の自分にできる一歩を大切にしていきたい。

看護小規模多機能型居宅介護　久原　千津江
　自己成長のために認定介護福祉士を取得する。

２４時間ケアサポートよしみ・安岡
安岡居宅介護支援事業所　中野　恵実
　さらなるご縁を大切にし、各々成長していきたい。

住宅型有料老人ホーム　あんしんホームやすおか
松岡　伸之
　利用者様の笑顔あふれる施設にと努めます。

■やすおかKIDS

施設長　瀧　宏史
　子どもたちの笑顔あふれる園を目指します。

■認定栄養ケア・ステーションやすおか

林　辰美
　実（巳）を結ぶ年になるよう取り組みます。

■ケアタウン江の浦

彦島内科　院長　大田　純夫

彦島拠点長　畑村　治子
　職場環境の改善を図り、生産性向上に繋げたい。

彦島内科　看護師　水田　稲子
　明るく元気にを目標に頑張ります。

彦島内科　通所リハビリテーション　是永　寛典
　地域に愛される通所リハビリテーションを目指します。

松涛会訪問看護ステーション　田村　早苗
　生きがいを大切にした訪問看護を目指します。

彦島居宅介護支援事業所　山本　暁子
　サービスの質を向上し満足度の高い事業所へ。

彦島ホームヘルパーステーション　岩本　典子
　ヘルパーの質向上でより良いサービスを提供。

グループホーム　三好　満智子
　入居者様が笑顔で穏やかに過ごせるケアに努めます。

小規模多機能型居宅介護
有料老人ホームⅠ・Ⅱ　道森　碧
　何事にも、勇往邁進して取り組む所存です。

■ケアタウン山の田

山の田内科　院長　村田　篤彦
　今年でとうとう50歳になります。健康に気を付けて
　頑張りたいと思います。

山の田拠点長　中川　ひとみ
　いつも人に優しくありたいです。

山の田内科　看護師長　水野　佳代子
　地域密着、まちの保健室をめざします。

山の田内科　通所リハビリテーション　吉村　祐哉
　山の田の特徴を活かし誠実なリハを行います。

小規模多機能型居宅介護　西村　裕太
　今年も職員一同、元気に頑張ります。

グループホーム　保多盛　優子
　『地域に必要とされる事業所』を目指します。

サービス付き高齢者向け住宅（サ･高･住）
嶺﨑　耕司
　入居者様に快適な生活環境を提供します。
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松涛会グループの今年の目標
令和６年度 松涛会永年勤続表彰者

社会医療法人

●勤続２５年　５名
　〈看護職〉
　　金子　栄
　　福原　昭子
　〈調理師〉
　　松元　千幸
　　中西　治美
　〈事　務〉
　　明知　貴子

●勤続１５年　２６名
　〈看護職〉
　　藤野　裕美
　　近藤　真理子
　　樋永　しのぶ
　　乘口　郁江
　　松岡　京子
　　石丸　圭子
　　隂山　貴良美
　〈介護職〉
　　西村　裕太
　　早川　陽子

笑顔を忘れずこれからも患者様に寄りそいます。

職員の方々に感謝して笑顔で精進していきます。

いろいろな人の支えでその歳月を実感しました。

支えて頂いた周りの人達と頑丈な身体に感謝。

今の私が在るのは多くの方に生かされたお陰。

１５年の歩みを力に前進していきます。

感謝の気持ちを常に持っていきます。

患者様に寄り添った看護を継続していきます。

人に恵まれていると感じる１５年でした。

勤続15周年を迎え初心忘れず１歩前進へ。

一期一会の出会いに感謝し、日々精進します。

利用者様と交流を深め、また仲間を大切にします。

これからも精進して行きたいと思います。

これからも日々のケアを大切にがんばります。

社会福祉法人

●勤続２５年　２名
　〈介護職〉
　　嶋田　泰子
　〈事務等〉
　　山本　広幸

●勤続１５年　１２名
　〈介護職〉
　　百合野　一恵
　　廣田　未麻
　　水口　眞由美

勤続26年を目標に精進したいと思います。

多くの思いでのある松涛会。継続は力なり。

感謝の気持ちを忘れず、笑顔で精進してまいります。

素敵なご縁に感謝し笑顔の輪を広げていきます。

日々勉強という気持ちで、やっていきます。

　　宮田　洋人
　　中野　修
　　松本　比朗子
　　住友　公枝
　　山田　裕之
　　松岡　容子
　　山本　優子
　　畔永　真由美
　〈リハビリスタッフ〉
　　末永　麻希子
　　德永　哲郎
　　菅野　誠大
　〈調理員〉
　　中泊　宏美
　　中島　愛
　　田北　悦子
　〈事務等〉
　　河野　文弥
　　藤岡　芳子
　　植田　三十志

僕を育ててくれた皆さんに感謝します。

自分を成長させてくれた皆様との出会いに感謝。

これからも入居者様に寄り添う介護を心掛けていきます。

初心を忘れず寄り添う介護を心掛けていきます。

自分の仕事に誇りを持ち日々精進してまいります。

初心忘れず質の高いケアを目指します。

感謝の心を忘れずに日々成長していきます。

日々感謝する気持ちを忘れず今後も努めてまいります。

感謝の気持ちを忘れずに日々精進します。

初心を忘れず、日々精進していきます。

利用者の更なる癒しを求めて努力します。

初心を忘れる事なく美味しい食事を作ります。

これからも初志貫徹をモットーに精進します。

体力が続くまで勤めて行きます。

今後とも松涛会の為、精進致します。

初心を忘れず! 健康第一！

日々支えてくださった職場の方へ感謝します。

佐二木　眞実
塚原　理江
戸田　仁志
有光　真紀
亀田　紀子
西村　厚子
安川　志津子
山縣　友視
野﨑　多喜乃

入居者様の笑顔がパワーの源。精進します。

初心と感謝の気持ちを忘れずに職務に精励して参ります。

いざという時、頼りになる人を目指します。

これからも感謝の気持ちを忘れず頑張ります。

皆様に支えられ、15年働くことができました。

はまゆう苑、沢山の人との出会いに感謝です。

利用者様や皆様に感謝しながら、今後も頑張ります。

今後とも最善を尽くし励んでまいる所存です。

周りの皆様の力を借りて、15年勤続できました。

■特別養護老人ホームはまゆう苑
施設長　理事長(兼務)
事務長　福本　玲
安岡拠点　拠点長　松谷　法史
　社会資源として地域に貢献。定員の有効活用。
相談室　平山　純一
　相談者の不安を少しでも解消できる対応をします。
介護長　手代木　千里
　入所者様の笑顔を増やし、ケアの向上を目指す。
栄養士　高松　美加

　感謝の気持ちを忘れずに成長していきたい。

■サテライト型新型特養フロイデハイム
施設長　理事長(兼務)

■生活支援ハウスねぎぼうず
施設長　理事長(兼務)

■ケアハウスオリーブ
施設長　理事長(兼務)
主任　秋本　哲宏
　「入居して良かった」と思われる施設を目指します！

■脳いきいき・デイサービスねぎ

古田　恵子
　居心地のよいデイサービスを目指します！

■杜の宮
小規模多機能型居宅介護　
有料老人ホーム　中堀　詔子
　地域交流を深める為に行事等へ積極的に参加して
　いく。

■はまゆう苑あやらぎ
施設長　常務理事(兼務)
拠点長　若松　栄一郎
　3事業所の日々の努力が巳（実）を結ぶ年に。
居宅介護支援事業所　山本　敦子
　職員が健康で生き生きと永く働ける職場を
　目指します。

ホームヘルパーステーション　中野　八重子
　住み慣れたご自宅で生き生きと生活して頂ける様
　努めます。

デイサービスセンター　金子　愛
　笑顔あふれる元気で明るいデイサービスに!

■フロイデ彦島

施設長　常務理事(兼務)
拠点長　植田　学
　ポジティブに考え、ポジティブに行動する。

グループホーム　村岡　和佳
　入居者様が歓喜を感じれる施設を目指します。

デイサービスセンター　小西　貴美子
　「また来たい」と思われるようなデイサービスに
　していく。

■フロイデ金比羅

施設長　常務理事(兼務)
拠点長　伊田　和子
　利用者様の笑顔を増し、選ばれる施設を目指す。

特別養護老人ホーム　相談室　山本　史彦
　地域に根差した、親しみある施設を目指す。

特別養護老人ホーム　主任　澁田　香織
　利用者、ご家族、職員皆の笑顔あふれる施設に！

ショートステイ　副主任　堀田　雅央
　「ここがいい」と言われる様に精進します。

グループホーム　植田　美千代
　「その人らしさ」を大切に支援します。

小規模多機能型居宅介護　野村　恵美
　常に向上心を持ち、日々誠心誠意努めて参ります。

サービス付き高齢者向け住宅　常務理事(兼務)

■下関市安岡・吉見地域包括支援センター

青木　里沙
　住民の心身健康と生活安定を、支援します。
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　この度、山口県健康福祉功労者知事表彰を受賞させていただきま
した。昭和63年に入職以来、36年はあっという間に過ぎたように思い
ます。
　法人の規模の拡大につれて職員の数も増え、また福祉を取り巻く厳
しい環境の変化の中で、悩みながら試行錯誤を繰り返してきました。
　今後も微力ながら、職場環境の改善に、取り組んでまいりたいと思
います。
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知事表彰受賞
フロイデ金比羅　事務長　伊田　和子

厚生労働大臣表彰を受けて 特別養護老人ホームはまゆう苑　課長　松谷　法史

　１１月２６日(火)、全国社会福祉大会が
東京浅草公会堂にて行われ、そこで受
賞を賜りました。この度の受賞は、１００％
みな様のお陰だと思っております。でき
ることならお世話になった方々のお名
前を綴りたい気持ちです。紙面ではあり
ますが、これまで支えていただいたみな
様に心から感謝申し上げます。

栄養サポートチーム加算臨床研修
　臨床栄養師研修施設に認定されて、初めての「栄養サポートチーム加算」の臨床研修を、10月の２日間に渡っ
て開催しました。今年度は６名の受講生の参加がありました。下関医療センターから山下先生をお招きし、栄養
処方等についてわかりやすくご指導いただきました。受講生の方もNSTラウンドに参加していただき、患者さん
の病歴や全身状態、食事摂取状況等から適切な栄養管理の実践について学んでいただくことができました。今回
の診療報酬改訂では、栄養評価・栄養管理を多職種で行うことに重点を置かれた改訂となっています。今回の研
修内容を今後の多職種での栄養管理に活かしていただけると幸いです。

安岡病院　管理栄養士　本田　智惠

安岡病院　　　　　　　院長　　　　楠美　由紀
　　　　　　　　　　　教育部長　　小西　孝子
彦島拠点　　　　　　　拠点長　　　畑村　治子
安岡病院西２病棟　　　看護副主任　廣瀬　公子
安岡病院西２病棟　　　看護師　　　鈴木　雅子
リハビリテーション科　作業療法士　迫田　慶子
老健コスモス　　　　　理学療法士　古谷　　渉

研修に参加された皆様、修了お疲れさまでした。

オリーブの実収穫 広報委員会

　11月28日(木)に安岡病院の中庭でオリーブの
実を収穫しました。
　１時間ほどで大きなザルいっぱい収穫できまし
た。渋抜きを行い塩漬けにする予定です。

倫理研修
「超高齢者のエンドオブライフ・ケアの真価」
を開催して

安岡病院　副院長兼看護部長　古本　たつ子

令和６年度
医療安全・感染対策推進標語コンテスト

医療安全管理部門　三原　康孝

　8月1日～9月30日の2ヶ月間、医療安全、感染対
策の重要性について改めて考える事を目的とし標
語コンテストを開催しました。作品総数150点、大変
多くの職員の皆様が標語を考え応募してくださいま
した。ご協力ありがとうございました。

金賞 末永　麻希子
その違和感　見過ごさないで　再確認

銀賞 三原　康孝
特になし　変化なしは　見えてなし 

銅賞 築城　泉
無理をせず　休む勇気も　感染防止 

銅賞 広田　綾乃
目の高さ　変えて気がつく　危険箇所 

　10月24日(木)、青海慶友病院看護部長であり老人
看護専門看護師の桑田美代子先生をお招きして、倫理
研修会を開催いたしました。研修冒頭、かつて「老人病
院」と言われていた頃の病室風景が映し出され、思わ
ず息をのむシーンがありました。人生の最晩年の“生”
を支えるケアは「生活」と「暮らし」の視点に立ち、当た
り前のことを当たり前に行う、日々丁寧に繰り返される
ケアこそ、高齢者の尊厳を
守り価値があることと話さ
れました。参加者の多くが
深い感銘と気付きを得て、
患者さんの価値観や文化、
穏やかな姿に目を向けて
ケアをしていきたいとの言
葉が聞かれました。

食事・栄養関連の教室、出前講座行います。
　下関市『生涯学習まちづくり出前講座』に3つの講座を登録しました。
　認定栄養ケア・ステーションやすおかが、市民の団体等（市内に在住、在勤、在学している方で、原則１０人以上）が主催
する集会等に出向き、毎日の食事や栄養の最新の情報を提供します。生涯学習まちづくりの推進に寄与することが目的
です。是非、この機会に下関市ホームページにて、「出前講座メニュー表」をご覧ください。

時間は３０～４５分程度、対象・日時等ご要望に応じ、対応可能です。

講　座　名

健康づくりのための食事実践教室

健康長寿をめざした食事・栄養教室

ジュニアスポーツ選手の
食事・栄養教室(子ども可能)

食事バランスチェックをしてみませんか？
ライフステージに見合った健康づくりの食事を一緒に考えてみましょう。

「健康長寿」をめざした健康生活をフレイル（虚弱）予防に焦点を当てて、
日々の栄養・食事について考えてみましょう。

基礎体力づくりの栄養、食事は、競技固有の体力づくりの要です。
パフォーマンス・アップにつなげましょう。

内　　　容
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医療・介護・福祉の連携により、
地域社会に貢献いたします。
～あなたの歓びが、私の生きがいです～
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認知症下関大会の開催 特別養護老人ホーム　はまゆう苑　事務長　福本　玲

・年頭の挨拶
・松涛会グループは、地域の皆様の健やかな毎日を支えます。
・松涛会グループの今年の目標
・令和６年度 松涛会永年勤続表彰者
・厚生労働大臣表彰を受けて
・知事表彰受賞
・倫理研修「超高齢者のエンドオブライフ・ケアの真価」を開催して

【目  次】

RUN伴(ランとも)2024の中継所として 安岡病院　副院長兼看護部長　古本　たつ子
　「認知症の皆さんにとってやさしいまちづくり」を目指して、毎年、認知症の患者さん、ご家族、支援者、
地域の人々でリレーをしながら襷をつなぐ「RUN伴」イベントが開催されています。今年は10月13日(日)
快晴の中、今年度新設された北浦コースの中継所として安岡病院も参加いたしました。外来棟の前で、
わたぼうしの皆さんと一緒に手作りのボンボンを振って、10名余りの選手の皆さんをお出迎えしました。
しばし休憩の後、入所者さんから襷を受け取り、市役所目指して駆け出されたその背中に精いっぱいの
声援を送りました。

　来たる令和７年１月２６日に、「第11回認知症下関大会」が、
下関市生涯学習プラザ 海のホールにて、開催されます。
　認知症について、広く市民の皆様に、講演と介護劇によっ
て、わかりやすく伝えることを目的としたイベントです。
　今回の講演は、藤田医科大学主任教授 吉田光由氏による
「認知症と歯科」のお話です。認知症の方の口腔ケア、栄養
管理にお悩みの方、必見です。後半は、楽友会の皆様と、市
内の医療・福祉の関係者有志による、介護劇です。新型コロ
ナ感染拡大の影響で、令和元年以来、6年ぶりの復活です。
今回は認知症の姉妹と、それを取巻く家族、関係者の日常
を、ユーモアとペーソスを交えてお伝えしますので、お楽し
みに。入場料は500円。はまゆう苑事務局他にて、チケットを
お求め下さい。

・令和６年度 医療安全・感染対策推進標語コンテスト
・栄養サポートチーム加算臨床研修
・食事・栄養関連の教室、出前講座行います。
・オリーブの実収穫
・RUN伴(ランとも)2024の中継所として
・認知症下関大会の開催

認知症になっても
安心してくらせるまちづくり第１１回 認知症 下関大会
日　　　 時 ： 令和７年１月２６日（日） 13:00開場（13:30開会 16:15閉会）
会　　 　場 ： 下関市障害学習プラザ（海のホール）
参　加　費 ： ５００円
チケット販売 ： シーモール１階 インフォメーションセンター等
※当日会場でのチケット販売はありません。事前にチケットをお買い求めのうえご参加ください。




